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法によるPE7局所脳血流イメージングの比較
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　1980年vinchellらによって開発されたN－iso
propyl－P－【i231］iodoa■pheta●ine231－IHP）は、脳血

流イメージング剤として臨床に応用され、その有用性

について広く検討がなされており、1231－IMPによる

脳血流の定量化も着々と研究されている。一方、高精

度の局所脳血流の測定法としてポジトロンCT（PET）

によるC1502持続吸入法が知られており、脳血管障

害等の脳疾患の解析に有力な手段となっている。今回

我々は脳血管障害を中心とした脳疾患患者に1231－IN

Pを投与しBrain　SPECTを施行し脳血流イメージの

解析を行なった。また、ほぼ同時期に同一症例に対し

PETにてCl50．持続吸入法による局所脳血流（rCBF）

測定を施行し、両検査を比較してその相関性、有用性

について考察したので報告する。
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